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病院広報誌

馬関医心〔2025年新年号～秋号〕

ホームページにてPDFファイルを公開しています。⇒ shimonoseki.jcho.go.jp/病院広報誌 /
馬関医心 QRコード

2025年新年号

2025年夏号

2025年春号

2025年秋号
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レインボウ通信〔2025年4月号～2026年3月号〕

▶2025年4月号

▶2025年5月号

5月号では、令和７年度より当院で
呼吸器内科の医師として勤務している
菊池 悠次郎（きくち ゆうじろう）の
プロフィール、経歴等をご紹介いたします。

菊菊池池 悠悠次次郎郎 医医師師ののごご紹紹介介

〇出身地・出身高校
島根県立出雲高等学校卒業

〇出身大学
山口大学

プロフィール

〇資格
日本内科学会（専門医）

統括診療部⾧ 田中邦剛
（耳鼻咽喉科）

菊池 悠次郎 医師
（呼吸器内科）

呼吸器疾患は、気管・気管支病変、肺病変、胸膜病変、血管病変、骨・軟部病
変だけでなく、他科疾患に関連する病変や上記が複合的に絡み合った呼吸不全
もあり、多岐に渡ると考えています。可能な限り最新のガイドラインに準拠し
積極的に治療を進めて参ります。

診療科の概要

若輩ですが、呼吸器疾患でお困りのことがあれば
ご相談ください。
当科のみで限界があれば、呼吸器外科や他科と
連携を取り対応させていただきます。
よろしくお願いいたします。

開業医の皆さんに一言

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年3月

下関医療センター
公式SNS

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

85.2％●紹介率
164.3％●逆紹介率
14.1日●平均在院日数
97.1％●在宅復帰率

33件●MSW取扱患者件数（外来）
535件（入院）
294件●訪問看護ステーション訪問件数
457人●健康管理センター受診者数
40件●奇兵隊ネット利用件数

これまでは「消化器内科」を対象としたホットラインとしておりましたが、
令和7年5月5日より「消化器疾患全般」を対象としたホットラインに運用
および名称を変更しました。

内科・外科のどちらに紹介すべきか悩まれるような場合も、「消化器科」
として対応しますので、まずはホットラインへご一報ください。

ホットラインに対応する当院の医師は内科と外科が週替わりで対応し、
お電話の内容や患者さん来院後の診察により、内科担当か外科担当か
振り分けを行います。

詳細は同封しておりますご案内をご覧ください。
脳神経外科ホットラインも引き続き運用して参りますので、ますますの
ご紹介、よろしくお願い申し上げます。

「令和7年度新入医師のご紹介」の医師の所属に誤りがございました。
下記のとおり訂正させていただくとともに、深くお詫び申し上げます。

「レインボウ通信」令和7年4月号の訂正とお詫び

誤）髙崎 彰久（婦人科医師） → 正）髙崎 彰久（健康管理センター医師）
誤）岡田 理 （婦人科医師） → 正）岡田 理 （健康管理センター医師）
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▶2025年6月号

▶2025年7月号

消消化化器器疾疾患患ホホッットトラライインン（（内内科科・・外外科科共共同同運運用用））ののごご案案内内

当院では、５月より消化器疾患全般（内科、外科に関わらず）を、消化器内科・
消化器外科共同で運用しています。
そのため、従来より迅速かつ、より柔軟に患者対応が可能となります。また、内

科か外科か悩ましい症例も気にせずご連絡ください。引き続き、消化器内科・消化
器外科への直接のご紹介も受け付けておりますので、よろしくお願いします。

消化器疾患ホットラインの利点
①迅速な初期対応と適切な振り分け

〇内科的疾患か外科的疾患か判断に迷う症例において、両科の医師が協力して
診察することで、より迅速かつ的確な初期診断と専門科への振り分けが可能
になります。受け入れ困難症例が減り、受け入れ時間の短縮にも繋がります。

②専門性の融合による診断・治療の質の向上
〇消化器内科、消化器外科の知識と経験が融合することで、より幅広い選択肢
の中から最適な診断・治療方針を決定できます。

〇複雑な症例や稀な疾患においても、合同で検討することで見落としが減り、
より精度の高い医療を提供できる可能性が高まります。

③情報共有と連携の強化
〇日常的に合同で救急対応を行うことで、両科間のコミュニケーションがより
密になり、情報共有がスムーズになります。

〇連携強化により、従来よりもさらにシームレスな移行が可能になります。
④医師の負担軽減とモチベーション向上

〇下関の急性期４病院の消化器内科医は縮小や定員減少となっています。
当院では消化器内科、消化器外科が一体となり、全体で業務を分担すること
で、医師一人あたりの負担が軽減される可能性があります。

この体制変更が、地域の医療機関、患者さんにとって、より利便性よく、質の高
い医療提供に繋がることを願っています。

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年4月

下関医療センター
公式SNS

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

85.4％●紹介率
125.7％●逆紹介率

13.4日●平均在院日数
97.3％●在宅復帰率

23件●MSW取扱患者件数（外来）

619件（入院）

266件●訪問看護ステーション訪問件数

884人●健康管理センター受診者数

32件●奇兵隊ネット利用件数

消化器疾患
080 – 9951 – 3360

脳神経外科
080 – 9958 – 4698

受付時間：平日 8：30～17：00
ご利用者：医師のみ

（電話番号の管理にご注意ください）

次のような場合にホットラインをご利用ください。
・紹介する前に専門医と相談したい場合
・緊急を要する場合

（これ以外のご利用を制限するものではありません）

ご連絡をお待ちしております。
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鼻鼻中中隔隔弯弯曲曲症症のの新新ししいい手手術術

鼻中隔矯正術は鼻手術の黎明期から行われていますが、今までの術式ですと鼻中
隔前方の弯曲を治すことができませんでした。鼻中隔の前方は軟骨で、この軟骨が
外鼻を支えており、不用意に削ると鞍鼻（鼻が凹む）となるので手術ができません
でした。
鼻の入り口が狭いと、鼻で息が出来ても鼻づまり感が生じます。鼻の入り口にゴ

ミが付いたときに、この鼻づまり感を経験されたことは皆様もあるのでは無いで
しょうか？このように鼻の入り口は重要なので、鼻中隔の前弯を治すことが課題で
した。
形成外科医が行う外鼻形成術で鼻中隔の前弯は治療されていましたが、皮膚切開

を伴いますし、術後に鼻の腫脹が生じます。我々耳鼻科医は鼻の中で完結してダ
メージを少なくしたいと考えます。近年、いくつかの方法が開発されました。当科
は、MICST（Minimally Invasive Cutting and Suture Technique）という方法を採用し、前
弯矯正を行っています。大雑把に説明しますと、軟骨を二つに切り、ずらして縫い
合わせることで軟骨のたわみを取ります。術後の腫脹も少ないです。
従来の鼻中隔矯正術は8230点ですが、内視鏡下鼻中隔手術3型（前弯矯正術）は

29680点と高額で、技術が必要かつ期待されている手術です。鼻中隔弯曲による鼻閉
は薬では改善しません。鼻閉でお困りの症例がおられましたら御相談ください。

文責：地域連携部部⾧ 兼 耳鼻咽喉科診療部⾧
田中邦剛

呼呼吸吸器器セセンンタターーののごご案案内内

2025年4月より、山口大学呼吸器感染症内科より常勤の呼吸器科医の菊池悠次郎医
師が着任し、呼吸器外科と呼吸器内科の医師が常時連携できる体制となりました。
これを機会に「呼吸器センター」として組織を再編し、当院では、これまで以上に
幅広い呼吸器疾患への診療・治療が可能となりました。
当院の呼吸器外科は2015年から森田克彦が赴任し、以来10年にわたり肺癌を中心

に多数の呼吸器外科手術を実施してきました。また、すでに総合診療科の専攻医で
あった岩本浩医師とともに2020年から内科疾患、外科疾患の区別なく多くの症例の
診断、治療を行ってきました。今後は呼吸器内科・呼吸器外科・総合診療科が一体
となった診療体制を構築し、肺癌診療に限らず、感染症や間質性肺疾患など幅広い
領域で治療を行っていきます。
この10年間で肺癌の早期診断、早期治療のチーム医療が既に確立しています。外

科医・麻酔科医・病理医・臨床放射線技師・臨床検査技師・臨床工学技士、看護師
など多職種が一体となり、特に通常では診断困難と予想される末梢性肺癌症例に対
する正確な診断手技の確立（ESIT)、リスクが高い中枢気道狭窄症例に対する深麻酔
管理下のステント留置術（硬性鏡下Dumonステント留置）の実践など、当院独自の
より安全で質の高い医療を提供できる体制を整えました。県内外から専門性の高い
応援医師の参画もありESIT（endobronchial saline injection techniqueと命名）などの新
しい手技の開発や、呼吸器領域におけるテキスト、アトラス作成など、臨床研究・
教育にも積極的に取り組んできました。

（裏面へ続く）

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年6月

下関医療センター
公式SNS

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

86.4％●紹介率
143.5％●逆紹介率

12.9日●平均在院日数
96.4％●在宅復帰率

33件●MSW取扱患者件数（外来）

595件（入院）

286件●訪問看護ステーション訪問件数

1,177人●健康管理センター受診者数

41件●奇兵隊ネット利用件数

消化器疾患
080 – 9951 – 3360

脳神経外科
080 – 9958 – 4698

受付時間：平日 8：30～17：00
ご利用者：医師のみ

（電話番号の管理にご注意ください）

次のような場合にホットラインをご利用ください。
・紹介する前に専門医と相談したい場合
・緊急を要する場合

（これ以外のご利用を制限するものではありません）

ご連絡をお待ちしております。

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年7月

下関医療センター
公式SNS

Facebookでもレイン
ボウ通信を配信して
います。

Facebook

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

89.6％●紹介率
121.2％●逆紹介率

13.2日●平均在院日数
96.7％●在宅復帰率

35件●MSW取扱患者件数（外来）

581件（入院）

310件●訪問看護ステーション訪問件数

1,222人●健康管理センター受診者数

40件●奇兵隊ネット利用件数

呼吸器疾患の診療には、外来から検査、手術、術後管理、がん終末期管理まで、
多職種の緊密な連携が欠かせません。当センターは「地域の診療所や病院とともに
歩む呼吸器センター」でありたいと考えています。今後もface to faceの連携を重視し、
地域の先生方と協力しながら診療に取り組んでまいります。呼吸器疾患に関してお
困りの際には、どうぞお気軽にご紹介、ご相談ください。

文責：呼吸器センター 森田克彦

総合診療科

呼吸器内科

呼吸器外科

病理部

麻酔科

手術部
看護部

放射線部

臨床工学部

クラーク

検査部

薬剤部

OP、麻酔、硬性鏡、人工呼吸
データ管理

手術支援画像、ナビ

検査中・手術中看護
疼痛管理

内視鏡機器管理、
内視鏡手術カメラ持ち

検査・手術中
迅速組織・細胞診断

細菌検査, Tb, COVID
超音波、スパイロ

薬剤管理、麻薬

▶2025年8月号

▶2025年9月号
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地地域域連連携携検検討討会会・・交交流流会会をを開開催催ししままししたた

令和7年10月16日にシーモールパレスで地域連携検討会・交流会を開催いたしま
した。天気はあいにくの雨でしたが、多くの方にご参加いただき盛況のうちに終え
ることができました。謹んで感謝申し上げます。
眼科・白石理江医師から、緑内障の治療についてお話しいたしました。緑内障は、

日本人の失明原因の１位です。下関市内でもっとも体制が整っている眼科は当院眼
科ですので、お困りの際はご相談ください。
消化器内科・加藤彰副院⾧からは当院の消化器内科の体制について、飯田武医師

からはPTEG（経皮的経食道胃管挿入術）について話題を提供いたしました。胃に問
題があるなどPEGができない症例がおられましたら、PTEGと当院を思い出していた
だけますと幸いです。
地域連携部からは、昨年度と今年度の経営状況を報告いたしました。昨年度は過

去最大の赤字でしたが、本年度は7月から黒字が続いており、4～6月の赤字を飲み
込む勢いであることを報告しました。黒字化については交流会で多くの方から質問
を受けました。病床利用率がアップした
ことが黒字化の主因ですが、医師が目標
と達成度をリアルタイムで知る（各科の
在院患者数（日別）と新入患者数（月累
計）とそれらの目標値が、オーダリング
システムの最も目立つところに毎日更新
されて張り出される）からではないかと
考えています。

（裏面へ続く）

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年8月

下関医療センター
公式SNS

公式Instagramを開設
しました。

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

85.9％●紹介率
144.2％●逆紹介率
13.7日●平均在院日数

97.1％●在宅復帰率

24件●MSW取扱患者件数（外来）

560件（入院）

282件●訪問看護ステーション訪問件数

1,026人●健康管理センター受診者数

19件●奇兵隊ネット利用件数

数値の話ばかりしましたが、開業医の先生方に相談しやすい病院・頼りになる病
院だと思っていただければ、目標値は気にしなくとも達成されます。日々努力いた
しますので、ご愛顧をいただきますよう今後ともよろしくお願い申し上げます。

文責 地域連携部部⾧ 田中邦剛

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年9月

下関医療センター
公式SNS

公式Instagramを開設
しました。

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

87.3％●紹介率
137.1％●逆紹介率
14.1日●平均在院日数

96.0％●在宅復帰率

28件●MSW取扱患者件数（外来）

574件（入院）

307件●訪問看護ステーション訪問件数

1,162人●健康管理センター受診者数

38件●奇兵隊ネット利用件数

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

下関医療センター
公式SNS

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

新入医師のご紹介 耳鼻咽喉科 潘 友季（ばん ゆき）

メッセージ

このたび山口大学医学部附属病院より着任いたしました
潘と申します。至らない点も多々あるかと存じますが、皆
さまのお力をお借りしながら、下関の医療に貢献できるよ
う努めてまいります。よろしくお願いいたします。

耳鼻咽喉科 医師 増満 俊喜（ますみつ としき）

令和７年１０月３１日をもちまして退職いたしました。
在職中は大変お世話になりましたことを厚く御礼申し上

げます。

医師の異動のお知らせ

▶2025年10月号

▶2025年11月号
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PPTTEEGG（（経経皮皮経経食食道道胃胃管管挿挿入入術術））ののごご紹紹介介

先日の地域医療連携検討会においてPTEG（Percutaneous Trans-Esophageal Gastro-

tubing ：経皮経食道胃管挿入術）についてご紹介しました。
PTEGは経皮内視鏡的胃瘻造設術Percutaneous Endoscopic Gastrostomy （PEG）が困難

な患者さん（胃切除後や著明な食道裂孔ヘルニア、有腹水症例など）にも、簡便かつ
安全で低侵襲に実施できる頸部食道瘻造設術のことです（図1）。頚部食道（左鎖骨
の上数cm付近）にエコー（超音波）と透視で確認しながら食道瘻を作成し、同部よ
りＸ線透視下に留置チューブを挿入留置するIVR手技です。手術は30分程度であり、
経口摂取も妨げません。

PEGと同様に主に経管経腸栄養法に用いられるほか、末期癌などの腸閉塞における
腸管減圧法に用いることもできます。鼻やのどにチューブを留置することがないため、
痛みや異物感、違和感などの患者さんのストレスを大幅に緩和でき、誤嚥のリスク軽
減にも繋がります。挿入後の管理も容易ですので、⾧期にわたり経腸栄養管理が必要
な方に適しています（図2）。従来の胃瘻造設が困難なため、⾧期間にわたり経鼻胃
菅での栄養管理を続けられている症例など、是非一度PTEGをご検討ください。

文責：消化器内科診療部⾧ 飯田 武

図1 図2

低低侵侵襲襲緑緑内内障障手手術術ににつついいてて

昨年の地域医療連携検討会にて緑内障治療について
お話しさせて頂きました。
緑内障は進行性で不可逆的な視野障害を引き起こす

視神経障害で、進行すると失明に至る病気です。
緑内障の治療の第一選択は点眼治療ですが、点眼治

療をしても視野が進行する場合や眼圧コントロールが
困難な場合は手術治療の適応となります。しかし、従来の緑内障手術は手術時間が⾧く、
重度の合併症も起こしやすかったために、なかなか手術治療に踏み込むことができませ
んでした。

谷谷戸戸式式ママイイククロロフフッッククをを用用いいたた
線線維維柱柱帯帯切切開開術術

谷谷戸戸式式ママイイククロロフフッックク

ですが近年、緑内障手術は流出路再建術を中心に低侵
襲緑内障手術（minimally invasive glaucoma surgery:MIGS)と
いう、従来の緑内障手術よりも手術手技が簡便で安全性
が高く、短い手術時間で術後の合併症の頻度も少ない手
術が広まってきました。
当院ではMIGSの一つである谷戸式マイクロフックとい

う先が屈曲した針金状のものを用いて隅角の線維柱帯を
切開する手術をしています。従来の手術と比べると眼圧
下降効果はあまり高くはありませんが、安全性や患者さ
んの負担も軽いため、初回の緑内障手術として選択する
機会が増えてきています。
ご不明な点やご相談などありましたら、いつでもお気

軽にご連絡ください。

文責：眼科 白石 理江

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年10月

下関医療センター
公式SNS

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

88.9％●紹介率
138.9％●逆紹介率

14.0日●平均在院日数
96.0％●在宅復帰率

46件●MSW取扱患者件数（外来）

589件（入院）

328件●訪問看護ステーション訪問件数

1,167人●健康管理センター受診者数

50件●奇兵隊ネット利用件数

消化器疾患
080 – 9951 – 3360

脳神経外科
080 – 9958 – 4698

受付時間：平日 8：30～17：00
ご利用者：医師のみ

（電話番号の管理にご注意ください）

次のような場合にホットラインをご利用ください。
・ 紹介する前に専門医と相談したい場合
・ 緊急を要する場合

（これ以外のご利用を制限するものではありません）

ご連絡をお待ちしております。

公式Instagramを開設
しました。

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年11月

下関医療センター
公式SNS

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2023年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

84.9％●紹介率
133.9％●逆紹介率

14.0日●平均在院日数
96.2％●在宅復帰率

34件●MSW取扱患者件数（外来）

508件（入院）

250件●訪問看護ステーション訪問件数

982人●健康管理センター受診者数

38件●奇兵隊ネット利用件数

消化器疾患
080 – 9951 – 3360

脳神経外科
080 – 9958 – 4698

受付時間：平日 8：30～17：00
ご利用者：医師のみ

（電話番号の管理にご注意ください）

次のような場合にホットラインをご利用ください。
・紹介する前に専門医と相談したい場合
・緊急を要する場合

（これ以外のご利用を制限するものではありません）

ご連絡をお待ちしております。

公式Instagramを開設
しました。

▶2025年12月号

▶2026年1月号
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地地域域連連携携ミミーーテティィンンググをを開開催催ししままししたた

今回で３回目を迎えた本会には、下関市内の看護師・ソーシャルワーカーだけでなく、地域
包括支援センター・社会福祉協議会・下関市役所⾧寿支援課など計２４名の方にご参加いただ
き、以下の点について話し合う有意義な会となりました。

〇ケアブック（入退院支援クラウド）
昨年６月より導入し、転院調整に利用しています。依頼をしてから転院までの日数が１４.１

日から１３.０日に短縮されました。また、電話が減った、ＦＡＸの誤送信が無くなった、鮮明
な画像が送付できる、送信内容がチャットに残る、日時の間違いが減ったなどの利点がありま
した。

〇昨年の事例のその後
虐待の症例と脳梗塞の症例について、家族（虐待していた⾧男・認知症の内縁の夫）にも支

援を行い、問題の解決を図りました。

〇今回の事例
身寄り無し、認識機能障害、劣悪な生活環境など様々な問題が持った患者について報告しま

した。入院当初より地域包括支援センターから多くの情報提供があり、早い段階で本人の状況
を把握できました。また、退院後の方針についての相談ができ、スムーズに支援を進めること
ができました。

〇グループワーク
今回の事例について話し合ったグループ・

題材と関係なく地域連携について話し合った
グループと様々でした。市役所職員が参加し
たグループでは、成年後見人制度についても
話し合いました。一つの部署では解決が難し
いので、多施設の関係部署が連携していく地
域づくりが大切であることを確認しました。

文責 地域連携部部⾧ 田中邦剛

血血液液ががんん治治療療のの新新ししいい選選択択肢肢

〇免疫の力で血液がんに挑む新しい治療の開始
悪性リンパ腫や多発性骨髄腫といった血液がんの治療方針・治療薬は、その病型やステージ

（病気の程度）によって異なりますが、多くの場合、複数の抗がん剤を組み合わせた化学療法
が行われます。また、がん化したB細胞に特異的に発現しているたんぱく質を攻撃する抗体療法
（例えば、CD20に対するリツキシマブなど）が、抗がん剤と一緒に投与されることもあります。
リンパ腫の場所が1カ所に限られている場合には放射線治療も選択肢の一つとなります。いずれ
の治療も複数回繰り返して行う必要がありますが、外来で治療可能な場合もあります。
最も多い悪性リンパ腫であるDLBCL：びまん性大型B細胞性リンパ腫は、一般的には抗がん剤

治療が効きやすく、約7割の方がこれらの治療で寛解を達成します。
これらの治療を行っても効果がないケースを「難治性」、いったん腫瘍が消えた後に再び出

現することを「再発」と呼び、最初に使用された抗がん剤とは異なる薬剤を用いた治療を行う
必要があります。再発難治となると、これまでの治療だけでは治療効果を得ることが難しくな
ることが課題でした。

〇最近、2つの新しい免疫療法が登場
一つは「二重特異性抗体療法」と呼ばれ、患者さんの体内で、正常リンパ球をリンパ腫細胞

に引き寄せて攻撃させるというものです。患者さんの正常リンパ球を利用した免疫療法で、再
発・難治性の患者さんの4～5割の方に効果が期待できるようになりました。

〇二重特異性抗体とは？

〔abbvieホームページより抜粋〕

二重特異性抗体は、がん細胞と免疫細胞（T細胞）を
つなぎ、免疫ががんを攻撃しやすくする薬です。体の
中で「橋渡し役」となり、免疫の力を引き出します。
イラストは、二重特異性抗体の一つ、エプキンリの

作用を示したものです。

従来の抗がん剤治療にはない、新たな治療方法により、病気をコントロールすることができる可
能性が拡がりました。しかし良い点だけではなく、以下の注意点もあります。

• 治療は⾧く継続する必要がある
• 以下に説明するCRSやICANSといった合併症に注意する必要がある

（裏面へ続く）

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和7年12月

下関医療センター
公式SNS

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2024年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

87.9％●紹介率
150.1％●逆紹介率
12.7日●平均在院日数

96.3％●在宅復帰率

44件●MSW取扱患者件数（外来）

615件（入院）

259件●訪問看護ステーション訪問件数

899人●健康管理センター受診者数

34件●奇兵隊ネット利用件数

消化器疾患
080 – 9951 – 3360

脳神経外科
080 – 9958 – 4698

受付時間：平日 8：30～17：00
ご利用者：医師のみ

（電話番号の管理にご注意ください）

次のような場合にホットラインをご利用ください。
・紹介する前に専門医と相談したい場合
・緊急を要する場合

（これ以外のご利用を制限するものではありません）

ご連絡をお待ちしております。

公式Instagramを開設
しました。

地域の先生方と下関医療セン
ターを結ぶパンフレットを制
作しています。完成いたしま
したら、当院の玄関ロビー周
辺に配置いたします。地域の
先生方の診療所・クリニック
をぜひ紹介させてください。

病院統計 令和8年1月

下関医療センター
公式SNS

ご希望の方は
soumu@shimonoseki.jcho.go.jp
までご連絡ください。

下関医療センター
2024年報

当院ホームページの
トップページから、

「病院年報・広報誌」を
クリックでもご覧になれます。

年
報

90.1％●紹介率

153.0％●逆紹介率

13.8日●平均在院日数

96.3％●在宅復帰率

34件●MSW取扱患者件数（外来）
634件（入院）
256件●訪問看護ステーション訪問件数
899人●健康管理センター受診者数
32件●奇兵隊ネット利用件数

公式Instagramを開設
しました。

文責 血液内科部⾧ 縄田涼平

免疫ががんと戦う過程で起こる体の反応で、多くの場合は適切な対応で落ち着きます。当院
では初回投与時は入院で慎重に観察し、異常があればすぐに対応することで、安心して治療を
受けて頂ける環境を整えています。
また免疫が強く働くことで、一時的に神経の症状が出ること（ICANS）があります。稀な合併
症とされますが、早期対応が大切です。この点に関しても、院内で研修を重ねています。

〇他のがんにも免疫療法が進む
多発性骨髄腫や急性リンパ性白血病でも同様の免疫療法が発展しており、患者さんの状態に

応じて最適な治療を検討しています。

〇CAR-T細胞療法について
もうひとつの免疫療法、より専門的な免疫療法として、「キメラ抗原受容体T細胞（CARー

T）療法」と呼ばれる治療も開発されています。患者さんの正常なリンパ球を体外に取り出し
て遺伝子操作を行い、再び体内に戻すという方法です。遺伝子操作を行ったリンパ球がリンパ
腫細胞を攻撃します。二重特異抗体に比べると、適応症例は限られますが、当院では適応と判
断された場合、大学病院などの専門施設へ紹介し、連携して診療を行っています。
血診療における地域中核病院として当院は、

• 最新治療を地域で受けられる体制づくり
• 大学病院などの高度専門施設との連携
• 分かりやすい説明と安心できる診療

を大切にしています。血液がんは治療が進歩している分野です。
気になることがあればお気軽にご相談ください。

免疫療法では、免疫が活発に働くことで発熱やだるさが出ることがあります。このような病
態はCRSと呼ばれ、「免疫が頑張りすぎる反応」と説明することができます。

▶2026年2月号

▶2026年3月号




